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令和４年(2022)１１月教育委員会定例会 会議録 

 

令和４年(2022)１１月２２日(火)午後２時１５分、出雲市教育委員会定例会を出雲科学館 

会議室に招集した。 

 

１ 会議に出席した者 

  教育長                   杉谷 学 

  教育委員(教育長職務代理)  金築千晴 

  教育委員                 内 祐馬 

  教育委員                 高橋 詠 

 

２ 会議に欠席した委員 

  教育委員                 川田量子 

 

３ 説明のため会議に出席した者 

  副教育長                 安井孝治 

  教育部次長               山﨑 創 

  教育部次長               園山裕二 

  教育政策課長             常松博雄 

  学校教育課長             福間耕治 

  学校教育課主査           山本芳正 

  児童生徒支援課長         松井博之 

  出雲学校給食課長         林 辰昭 

  出雲科学館               鬼村修治 

  児童生徒支援課課長補佐   妹尾博貴 

 

４ 会議の書記 

  教育政策課課長補佐       池尻精二 

 

５ 傍聴者 

    ０名 

 

開会 

(杉谷教育長)ただいまから、令和４年１１月出雲市教育委員会定例会を開会します。本

日の会議は、お手元に配付しておりますとおり行いますので、よろしくお願いいたします。 

 

１ 教育長行政報告 
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(杉谷教育長)まず、「教育長行政報告」を行います。 

(以下、報告項目のみ掲載) 

１ 前回以降の動向(前回 Ｒ４．１０．２５) 
R4.10.26 山陰中央新報社「地域開発賞」表彰式(ホテル一畑) 

校長会予算要望等説明会 

R4.10.27 出雲医師会学校医部会役員との懇談会(出雲医師会館) 

R4.10.28 市議会全員協議会、 市町村教育委員会連合会要望(県庁) 

R4.11. 1 市職員ポイ捨て一掃大作戦 

教育功労者及び教育優良団体等表彰式(サンラポーむらくも) 

R4.11. 4 ゼロカーボンシティ推進本部会議、 小中学校長会 

R4.11. 7 島根県原子力防災訓練(初動対応等訓練) 

出雲教職員協議会要望 

R4.11. 9 教育委員学校訪問 

R4.11. 10 第１８回出雲市幼稚園教育研究大会(高松幼) 

R4.11. 11 市総合振興計画推進本部会議 

R4.11. 12 第１５回出雲市幼稚園教育振興大会(アクティひかわ) 

R4.11. 13 出雲科学館入館者３００万人達成記念式典 

同和教育研究指定事業 伊波野地区人権・同和教育研究発表会 

(アクティひかわ) 

R4.11. 15 市長の学校訪問(第三中) 

R4.11. 17 奨学事業運営委員会 

R4.11. 19 同和教育研究指定事業 神西地区人権・同和教育研究発表会(神西小) 

R4.11. 20 ミュージカル「あいと地球と競売人」(斐川文化会館) 

R4.11. 21 有限会社藤増 寄贈受納式、 永年勤続表彰式、 定例記者会見 

まちづくりミーティング(佐香) 

R4.11. 22 定例教育委員会、 ３市友好交流都市提携４０周年記念式典 

                           (ニューウエルシティ) 
 

２ 今後の予定 
R4.11. 23 向陽中学校開校１０周年記念式典(向陽中) 

R4.11. 25 県学力育成会議(出雲合庁) 

R4.11. 27 出雲市青少年育成推進大会 

R4.11. 28 

     ～ 

   12.19 

出雲市議会 12月定例会 

   全員協議会 

   一般質問 

   予算特別委員会 

文教厚生常任委員会 

R4.12. 12 社会教育委員会議、 贈呈式(出雲法人会・出雲間税会) 

R4.12. 15 小中学校長会 

R4.12. 16 国民スポーツ大会、全国障害者スポーツ大会準備委員会(松江市) 

R4.12. 20 定例教育委員会、総合教育会議  
 

２ 会議録の承認 

(杉谷教育長)続きまして、会議録の承認に入ります。前回１０月定例会の会議録につき
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まして、何か意見等はありませんか。 

 

(各委員)なし。 

 

(杉谷教育長)特にご意見等がありませんので、１０月定例会の会議録については承認す

ることといたします。署名については、会議終了後にお願いいたします。 

 

３ 議事 

(杉谷教育長)続いて、議事に入ります。まず、「議第36号 出雲市教育委員会感謝状の

贈呈について」、教育政策課常松課長に説明をお願いします。 

 

(常松教育政策課長)(資料を用いて説明) 

 

(杉谷教育長)さきほどの、説明のあった事柄につきまして、委員のみなさまから質疑がご

ざいませんでしょうか。 

 

(各委員)なし。 

 

(杉谷教育長)質疑がないようですので、「議第36号 出雲市教育委員会感謝状の贈呈

について」、承認することについて、ご異議ございませんでしょうか。 

 

(各委員)なし。 

 

(杉谷教育長)ご異議ございませんので、「議第36号 出雲市教育委員会感謝状の贈呈

について」承認いたします。続いて、「議第37号 出雲市立小・中学校等の教職員の服

務規則の一部を改正する規則」を議題といたします。学校教育課福間課長から説明を

お願いします。 

 

(福間学校教育課長)(資料を用いて説明) 

 

(杉谷教育長)さきほどの、説明に委員のみなさまから質疑がございませんでしょうか。内

委員。 

 

(内 委員)活用された方はいるのでしょうか。 

 

(杉谷教育長)福間課長。 
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(福間学校教育課長)新たな制度の分割で取得した者は、まだ、ありません。１０月31日

時点で、女性も含め、３０人の教職員が育児休業をとっております。そのうち男性が３人

です。これまで通算では、男性では１０人が取得しております。令和元年度１人、令和２

年度１人、令和３年度1人、令和４年度７人がこの制度を利用しています。微増している

という状況です。 

 

(杉谷教育長) 内 委員。 

 

(内 委員)利用されているということで、いいなと思います。学校側の対応も大変になっ

てくるのであろうなと思うのですが、その辺りはいかがですか。 

 

(杉谷教育長)福間課長。 

 

(福間学校教育課長)おっしゃるとおりです。通常、育児休業に入りますと、代替の教員を

充てることになります。講師となる教員が不足していることもあります。確保するのに苦労

していますが、現時点ではなんとかなっています。非常に厳しい状況にあることは、間違

いないです。正規の教職員の代わりに、常勤であったり、非常勤であったり講師を充て

るわけです。通常よりは、正規の教員の負担が増えることになります。どの職場も同様で

すが、職場の中で負担をし合いながら補っていくことになります。働きやすい環境づくり

に努めていくことになります。 

 

(杉谷教育長)他の委員いかがですか。 

 

(各委員)なし。 

 

(杉谷教育長)他にないようですので、「議第3７号 出雲市立小・中学校等の教職員の

服務規則の一部を改正する規則」を承認することについて、ご異議ございませんでしょ

うか。 

 

(各委員)異議なし。 

 

(杉谷教育長)ご異議ございませんので、「議第3７号 出雲市立小・中学校等の教職員

の服務規則の一部を改正する規則」を承認といたします。以上で、議事は終了いたしま

す。 
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４ その他 

(杉谷教育長)その他に入ります。「学校訪問について」教育政策課常松課長説明願いま

す。 

 

(常松教育政策課長)(資料を用いて説明) 

 

(杉谷教育長)参加されました委員さんから、感想を含めて、課題に感じられたことなどお

話いただければと思います。本日の科学館学習も含めて、内 委員からお願いします。 

 

(内 委員)まず、中部小学校で感じたのは、床のところが、古いと思いながら見ていまし

た。あのタイプは、修繕も大変だろうなと感じました。OHＰの関係や吊るしてある部分の

ところが、直していかないといけないのかなと感じました。西野小学校に関しては、これ

からまた、子どもが増えていく中で、これまで以上にたくさんこれから問題となって出てく

るんだろうなと。その対応っていうのを、今後、ちょっと一生懸命やっていかれないといけ

ないかなと思いました。給食に関しては言うことがないなと。今市小学校に関しても学校

の説明を受けて、いいことだなと思いながら、きかさせていただいておりました。二中の

授業も受けさせていただいて、非常に楽しい授業をやっておられていいなという感覚を

受けました。全体的に、やっぱり不登校の人がやっぱり20人30人おられて、中部小学

校に関しては、1人か2人ぐらいだったとは思うんです。先生に聞いてみると、よくわから

ないっていう回答なんですよね。なぜこうなったのかっていう回答しか、聞けていないよう

な気がします。いいところに関しても、不登校が少ないところに関してもわかりませんって

いう話でした。これを解明していかないと、多分不登校が解決していかないことだろう

と。以前も、こういう話をさせていただいたと思います。いいところから学ばないと解決を

していかないと思うので、もう少し噛み砕いてそういったことを考えていただくと、不登校

が少なくなっていくんじゃないのかなと思います。中部小学校に関しては、本当に希望だ

なっていう思いで見させていただきました。先ほどの、科学館での授業、非常に子どもた

ちがそそられるような授業をやられて、非常に、こんなことやってるんだなあと思って、関

心させていただくとともに、感動させていただきました。今後もこういった子どもたちが、

こう飛びつくような授業にしていただきたいなと思いました。 

 

(杉谷教育長)ありがとうございました。先に学校訪問へ行っていただいた高橋委員の方

からお願いします。 

 

(高橋委員)内 委員と考え方は、同じです。結構どこの学校も老朽化している部分が多

いなっていうふうな印象を受けました。どこの学校も先ほど言われたように、不登校が何

人いますか。最初の中部小学校が一桁だったので、そのぐらいかなと思ったら、西野小
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学校から、多くなりました。そこのところも、何か理由は様々ですと言っておられたんで

す。昔からいじめられているとか、悪口を言われるとかであったらわかりやすいんですけ

れども、ちょっとよくわからないっていうような理由っていうことでした。では、どうするのっ

ていうふうに思っていました。そういう子たちが増えていっては困るんですが、ＩＣＴの授業

など見させていただきました。クラスに入れない子たちっていうのは、結構どこの学校に

もいて、学校には行ってそういう授業に参加できるような、仕組みが早く整うといいかと。

やはり不登校にならないためにはどうするかっていう根本的なところを解明していかな

いと、なかなか少なくなっていかない。朝起きれないとか、そういう子がたくさんいて、で

は、なぜ起きれないのか。そういうところから、一つずつ解明していけないかなっていうふ

うに感じました。さきほどの科学館授業も、子どもが今日は科学館の授業だと言って帰

ってきたんですけども、内容までは全く申しませんでしたので、今見させていただいて、

本当に身近なところから、いろんなことを学ぶという感じで入っていきやすい授業だな

と、初めて見させていただいて、よくわかりました。 

 

(杉谷教育長)金築委員さん、今日の科学館の理科学習のこと、学校に行かれた時感じ

ていらっしゃることも含めお話いただけたらと思います。 

 

(金築委員)科学館の授業は、何年ぶりに見させていただきましたが、子どもたちの興味

をそそるような授業をしておられて、すごいなと思いました。普段の学校の授業の中で

は、先生があそこまで準備するのは大変だと思うので、ここにきて、いろんなことを学べ

て、興味をもって、関心が高まっていって、学校で授業ができる。職員の方たち大変だと

思うのですが、こういう授業をしていただいて有難いです。これは何年生からですか。 

 

(杉谷教育長)鬼村館長。 

 

(鬼村出雲科学館館長)１、２年生は理科の授業がありませんので、３年生からです。 

 

(金築委員)科学に興味を持つきっかけになるかなと思いますので、全体でやっていただ

くのもいいかなと思いました。学校の不登校が大きな問題だと思っています。わたくしの

学童の学校にも何人かいるので、不登校の子どもたちと保護者さんに関する支援が。

不登校の親さんを見ていると、幼い子どもを連れて申し訳なさそうに来ておられて、おじ

いちゃん、おばあちゃんも含めて心を痛めておられます。全体のフォローが大事かなと思

っています。不登校の子どもだけでなく、家族も含めて支援が必要かなと思っています。 

 

(杉谷教育長)いろいろご意見、ご感想がありましたが、事務局から何かコメントあります

か。園山次長 
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(園山教育部次長)ご指摘の点ですが、中部小学校、天井に綻びがあったり、床が心配な

ところがあったりして、ご心配なところを見ていただいたかなと思っています。私どもとし

て今、優先課題として取り組んでるのは、耐震化です。耐震化と言っても、老朽化施設の

改築事業です。加えて統合小学校の整備だとか、先ほどご指摘のあった西野小学校で

もありますように、教室不足が発生することが明らかに見えている、例えば、高松小学校

などありまして、そういったところに関して子どもの数、今後の数に関して、よく注意して

やっていかなくちゃいけないなと思っています。特に西野小学校、大社基地のところの敷

地を見ながら住宅の分譲地がたくさんでていました。そういったところで、分譲地の数で

すとか、子どもの数を捉えていって、必要な整備をしていかないといけないなと思ってお

ります。一方で、大きな事業を抱えながら、その一方で学校施設っていうのは、2年前に

捉えた数字になりますけれども、建築されて30年を超えてる施設が約6割ぐらいです。

大体30年経つと、建物が老朽化してまいります。そういったところもありますので、大き

な事業をやる一方で、ちゃんと目を配りながら、私たちも、建物調査をしていきたいと思

います。学校の方で日々安全点検ということをやっていますので、そういったところの声も

真摯に受けとめ、対応していかなくちゃいけないなと、先日見て思ったところです。 

 

(杉谷教育長)他にコメントありますか。 

 

(各委員・事務局)なし。 

 

(杉谷教育長)いただいた感想なり、意見についてですね、議論する場もあればと思って

おります。今回、少しやり方を変えて学校していただきましたけれども、今後もそういう形

で進めさせてもらったらなと思っております。ありがとうございました。では次に、教育委

員会の後援につきまして、教育政策課常松課長説明お願いします。 

 

(常松教育政策課長)(資料を用いて説明) 

 

(杉谷教育長)これらの説明について質問ございますでしょうか。 

 

(各委員)なし。 

 

(杉谷教育長)では、以上でその他事項を終了いたします。その他のところですけども、皆

様あるいは事務局の方から何かありましたらお願いします。 

 

(各委員)なし。 
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(杉谷教育長)次期定例教育委員会の開催でございますが、12月20日火曜日、2時か

ら３階の大会議室で開催を予定をしておりますのでお願いします。なお、引き続いて、３

時から総合教育会議とさせていただきますので、よろしくお願いをいたします。 

 

閉会 

(杉谷教育長)以上をもちまして、令和4年11月出雲教育委員会定例会を閉会といたし

ます。 

 

(教育政策課長)皆さま、ご起立願います。一同 礼。 

 

【閉会】(午後２時５５分) 


